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AT WORK

ユーザー名	：オムニ技研株式会社
URL	 ：https://omnigiken.co.jp/
使用機種	 ：Laser Scanner Total Station　GTL-1000

取材協力	 ：金井度量衡株式会社
URL	 ：https://www.kanai.co.jp/

Laser Scanner Total Station『GTLシリーズ』
詳しい情報は

地盤調査と地盤対策工事が主な事業で新潟県長岡
市に本社を構えるオムニ技研株式会社様。2000
年の創業以来、全国に 13 の営業所を展開し、住宅
建設における地盤の安全性を支えています。同社
は地盤調査対象の敷地調査（現況測量）を効率化
すべく Laser Scanner Total Station 『GTL シリー
ズ』を活用されているとのことで、経営企画室 室
長の村

むらやま
山達

た つ や
也様と、調査部 主任の平

ひらさわ
澤貴

た か き
輝様へお

話を伺いました。
ー GTLシリーズを導入した経緯をお教えください。
村山室長：これまで現況
測 量 は 2 人 1 組 で 行 っ
ていましたが「1 人でで
きないか」という思いが
きっかけです。普通のス
キャナーも検討していま
した。地表面や建物の形
状はスキャナーの方が早
いですが、例えば敷地の
境界など正確な位置が必要な測点もあります。こ
の点から、スキャナーとトータルステーションが
一体化され『GTL シリーズ』が弊社にはマッチし
ていると考えました。
また、新しいことに挑戦することで、若手社員の
モチベーションアップも狙いました。実際若手と
話していると、「新しいことをやってみたい」とい
う声をよく耳にしていましたから。
ー 導入効果はいかがでしょうか？
平澤主任：敷地調査は地盤調査とセットで請け負
うことが多く、以前は、2 人で地盤調査した後に
現況測量を行っていました。『GTL シリーズ』　　

導入後は、1 人は現況測
量、もう 1 人は地盤調査
と、作業を同時並行で行
えるようになり、作業時
間は現場の大きさにもよ
りますが 2 〜 3 時間の短
縮、1 日が半日で終わる
くらい効率化につながっ
ています。
また、今まで一点一点、注意しながら慎重に測っ
ていても、計測忘れの不安はありました。現場全
体を 3 次元の点群データで測れることで、測量に
対するストレスや不安が解消されたことも、非常
に大きなメリットですね。
村山室長：図面作成業務にも効果がありました。
弊社では調査と製図を分業していますが、今まで
製図スタッフは現場作業員が書いてきた現場の図
面と写真で現地をイメージするしかなかったため、
電話で確認することも多々ありました。今では現
場全体のフルカラー 3 次元点群データがあるので、
製図作業も効率化できているようです。
ー 測量作業時間の短縮について統計を取られたとか。
村山室長：『GTL シリーズ』を導入して 1 年経った
頃に測量作業時間をヒアリングしたところ、20%
程度短縮していました。2 人が 1 人になり、そし
て 20% の時間短縮、非常に効果が高かったと感じ
ています。
ー そして 2 台目を導入されました。
村山室長：他の地域の人的負担軽減が一番の目的
でした。ただそれだけではなく、今後は 3 次元デー
タの活用が必須になってくると思いますので、3 次

『GTL シリーズ』導入で敷地調査と地盤調査を同時並行、製図作業も効率化

“1 人で敷地調査”が働き方を変えた！

オムニ技研株式会社 様

元点群データに触れる機会を増やすことは、社内教
育にも役立つ。作業効率の向上と社内教育の両輪を
うまく回していければと考えました。
ー 今後の展望についてお聞かせください。
平澤主任：家屋の 3D モデルと現地の点群データ
を組み合わせて、VR などの活用で家の雰囲気や周
囲との関係を見せられるようになったら面白そう
です。
村山室長：BIM（Building Information Modeling）
への活用です。大型構造物では BIM が普及してい
るようですが、一般住宅ではまだ進んでいないよ
うに感じています。例えば依頼主であるハウスメー
カーや工務店への報告書に 3 次元点群データから
作成した 3 次元パースを添付するなど PR し、BIM
活用の裾野を広げて行きたいですね。
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